
　　　　

R7 年 3 月 31 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 児童デイサービスぐりっと経塚 支援プログラム（児童発達支援） 作成日

法人（事業所）理念 GRIT　　Guts(やる気)　 Resilience（あきらめない心） Initiative（自ら行動） Tenacity（ねばり強さ）

支援方針 運動療育を中心として、体を動かし、体力の向上、脳の活性化、心を育てる。また知育カードを使用して、語彙力を高め、コミュニケーション能力の向上を図る。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

◇来所持手洗い・検温・健康状態のチェックを行う。睡眠・食事・排泄などの基本的な生活リズムを身に着けられるよう支援する（トイレトレーニング・食事介助・睡眠時に１０分おきに呼吸や眠り方の確認を行う。・食後の歯
ブラシ）
◇楽しく食事ができるよう（クッキング、農業体験）、咀嚼（色々な食材のおやつを提供し咀嚼する声かけを行う）・姿勢保持・手指の力を高めるよう支援する（バランスボール・一本綱渡り・凸凹マットサーキット遊び・トラ
ンポリン・トンネル潜り・公園遊具（ブランコ遊び・網遊具等）・ホース、キャップ落とし、・小麦粉粘土・スプーン・フォーク握り練習・お箸練習・手づかみの練習・タオル遊び等）

◇小集団での運動遊びの中で、走る・止まる・投げる・受け取るなどの運動やルールを理解し、他児との遊びを楽しむ（カルタ、トランプゲーム、椅子取りゲーム、しっぽ取りゲーム、玉入れ、風船バレー、段ボールおせろ、か
くれんぼ、だるまさんが転んだ、鬼ごっこ、風船運び、なかそとゲーム、一本橋渡凹凸マットのサーキット遊び、バスケットボール、ドッジボール等）
◇公園の遊具や広場で遊びながら走る・上る・下りる・跳ぶ・投げる・揺れるなど様々な運動を行い、手足の使い方や体重移動の方法、重心バランスなどを向上させる（アスレチック、ジャングルジム、ブランコ、滑り台、鉄棒
ぶら下がり、運転棒、自転車乗り、バランスボール、バランスボード、トンネル潜り等）

◇物の機能・属性・形・色・音が変化する様子の観察と実際に体験し、視覚・聴覚・触覚等の感覚を十分に活用できるよう支援する。また、空間・時間などの概念の形成を図り、自主的に
行動できるように支援する。（お買い物体験・ブロック遊び・スポーツレク・音楽鑑賞・消防・警察による交通安全指導・避難訓練・音のなるおもちゃ遊び・小麦粉粘土・制作活動等）

◇具体的な物事や体験したことを言葉の意味と結び付け、言語の習得・自発的な発生を促す支援や、話し言葉や文字を用いて相手の意図を理解したり、自分の考えを伝えたり、言語の受容と表出する支援。
（絵本・しりとり・なぞなぞ・ごっこ遊び・質問あそび・カルタ・トランプ・伝言ゲーム・ジェスチャーゲーム・色当てゲーム・絵カード・シルエットクイズ等）
◇知育カードを使用して、日常会話やコミュニケーション能力の向上（平仮名、カタカナ、短文、生活道具、乗り物、生物、俳句等）

◇買い物支援やカレー・ピザ等の食事・おやつ作りなどのクッキングを行い、食材の知識や料理の手順などを学ぶ。
◇交通安全指導、自主避難訓練を通して身の安全を守る術と行動が出来るようにする。
◇県立博物館、美術館等での作品鑑賞、沖縄県警・消防本部・海上保安庁などの訪問や図書館・児童館・公民館の利用で地域交流を図ると共に様々な職業があることを学ぶ。
◇公共バス・モノレール乗車体験を通して乗車マナーを学ぶ。
◇小集団での運動や玩具遊びの中でルールを理解し、他児との遊びを楽しむ。（カルタ、トランプゲーム、椅子取りゲーム、しっぽ取りゲーム、風船バレー、段ボールおせろ、かくれんぼ、だるまさんが転んだ、鬼ごっこ、座り
目隠し鬼ごっこ、風船運び、なかそとゲーム、アスレチック遊び等）
◇公園等の戸外遊びの中で危険な行動や順番を守ることなどを学ぶ。
◇誕生会や敬老会、父の日、母の日などのイベントを通して、感謝の気持ちを伝えたり、人との関りで得られる喜びを感じる。

主な行事等

誕生会・遠足・ビーチパーティー・ハロウィン・スポーツレク・農業体験・クリスマス会・初詣・マリン体験等

家族支援

育児相談・外部講師による育児相談

移行支援

こども園・保育所等

地域支援・地域連携

保育所等訪問・療育部会参加・地域交流

職員の質の向上

事業所内研修・外部研修派遣


